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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗りかごに設けられた複数の操作釦の中からユーザが選択した前記操作釦が操作される
ことにより出力される操作信号に基づいて前記乗りかごの行先階を登録するエレベータの
行先登録装置であって、
　前記操作信号から前記操作釦の動作不全を検出する釦故障検出部と、
　前記釦故障検出部が前記操作釦の動作不全を検出している場合に、前記操作信号が、動
作不全とされた前記操作釦の操作を代替する信号である代替操作信号に該当するか否かを
判定する代替操作信号判定部と、
　前記操作信号が前記代替操作信号に該当する場合に、前記動作不全とされた操作釦に割
り当てられた行先階を前記ユーザの要求する行先階として登録する行先階登録部と、
　を備えたことを特徴とするエレベータの行先登録装置。
【請求項２】
　前記釦故障検出部が前記操作釦の動作不全を検出している場合に、前記複数の操作釦の
うち正常に動作する少なくとも一つの操作釦を用いて、前記動作不全の操作釦により実行
させる動作と同じ動作を前記ユーザに対して入力させるための代替操作情報を生成する代
替操作生成部を更に備え、
　前記代替操作信号判定部は、前記操作釦から出力される操作信号が、前記代替操作情報
に従って操作された場合に出力される代替操作信号に該当するか否かを判定することを特
徴とする請求項１に記載のエレベータの行先登録装置。



(2) JP 6353809 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

【請求項３】
　乗りかごに設けられた複数の操作釦の中からユーザが選択した前記操作釦が操作される
ことにより出力される操作信号に基づいて前記乗りかごの行先階を登録するエレベータの
行先登録方法であって、
　前記操作信号から前記操作釦の動作不全を検出するステップと、
　前記操作釦の動作不全が検出されている場合に、前記操作信号が、動作不全とされた前
記操作釦の操作を代替する信号である代替操作信号に該当するか否かを判定するステップ
と、
　前記操作信号が前記代替操作信号に該当すると判定された場合に、前記動作不全とされ
た操作釦に割り当てられた行先階を前記ユーザの要求する行先階として登録するステップ
と、
　を含むことを特徴とするエレベータの行先登録方法。
【請求項４】
　複数の操作釦が設けられた乗りかごと、前記乗りかごの行先階を登録する行先登録装置
と、前記行先階の情報をユーザに報知する報知装置と、前記行先登録装置にて登録された
行先階に前記乗りかごを昇降させる制御装置と、を備えたエレベータ装置であって、
　前記行先登録装置は、
　前記複数の操作釦の中から前記ユーザが選択した前記操作釦が操作されることにより出
力される操作信号から前記操作釦の動作不全を検出する釦故障検出部と、
　前記釦故障検出部が前記操作釦の動作不全を検出している場合に、前記操作信号が、動
作不全とされた前記操作釦の操作を代替する信号である代替操作信号であるか否かを判定
する代替操作信号判定部と、
　前記操作信号が前記代替操作信号に該当する場合に、前記動作不全とされた操作釦に割
り当てられた行先階を前記ユーザの要求する行先階として登録する行先階登録部と、
　前記動作不全の操作釦に割り当てられた行先階を登録するための代替操作情報を出力す
る報知情報生成部と、を備え、
　前記報知装置は、前記報知情報生成部からの前記代替操作情報を前記ユーザに報知する
ことを特徴とするエレベータ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、行先階釦を用いてエレベータの乗りかごの行先階を登録するエレベータの行
先登録装置、行先登録方法及びエレベータ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、エレベータに搭乗したユーザは、行先階釦を押下して、エレベータの運転を制御
する制御装置に目的とする行先階の情報を登録する。しかし、行先階釦の故障により、釦
を押下しても目的とする行先階の情報の登録が出来ないことがある。
【０００３】
　エレベータの行先階釦の故障時に対応する技術として、例えば特許文献１には「エレベ
ータのかご内もしくは乗場の少なくとも一方に設けられ、数字が割り当てられたテンキー
釦と、テンキー釦のＯＮ故障を検出する釦故障検出装置と、テンキー釦のＯＮ故障の未検
出時は、押圧されたテンキー釦に割り当てられた数字に対応する情報を出力し、テンキー
釦のＯＮ故障の検出時は、ＯＮ故障したテンキー釦の入力を無効にするとともに、ＯＮ故
障していないテンキー釦にかごの行先方向を割当て、押圧されたＯＮ故障していないテン
キー釦に割当てられたかごの行先方向に対応した情報を出力する釦入力処理装置とを備え
たエレベータ制御装置」が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特許第５２９３７４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１によれば、テンキー釦の故障時に行先階方向にかごを移動させることは
出来るが、行先階の指定を行うことが出来ないため、ユーザが目的とする階床を行先階と
してかごを直行運転させることが出来ず、エレベータの運転効率が低下してしまうという
課題がある。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、エレベータの
行先階釦の故障を検知した際に、ユーザが目的とする行先階にかごを直行運転させること
が出来るエレベータの行先登録装置、行先登録方法及びエレベータ装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明は、かごに設けられた複数の操作釦の中からユー
ザが選択した前記操作釦が操作されることにより出力される操作信号に基づいて前記乗り
かごの行先階を登録するエレベータの行先登録装置であって、前記操作信号から前記操作
釦の動作不全を検出する釦故障検出部と、前記釦故障検出部が前記操作釦の動作不全を検
出している場合に、前記操作信号が、動作不全とされた前記操作釦の操作を代替する信号
である代替操作信号に該当するか否かを判定する代替操作信号判定部と、前記操作信号が
前記代替操作信号に該当する場合に、前記動作不全とされた操作釦に割り当てられた行先
階を前記ユーザの要求する行先階として登録する行先階登録部と、を備えたことを特徴と
する。
【０００８】
　さらに、本発明は、乗りかごに設けられた複数の操作釦の中からユーザが選択した前記
操作釦が操作されることにより出力される操作信号に基づいて前記乗りかごの行先階を登
録するエレベータの行先登録方法であって、前記操作信号から前記操作釦の動作不全を検
出するステップと、前記操作釦の動作不全が検出されている場合に、前記操作信号が、動
作不全とされた前記操作釦の操作を代替する信号である代替操作信号に該当するか否かを
判定するステップと、前記操作信号が前記代替操作信号に該当すると判定された場合に、
前記動作不全とされた操作釦に割り当てられた行先階を前記ユーザの要求する行先階とし
て登録するステップと、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、複数の操作釦が設けられた乗りかごと、前記乗りかごの行先階を登録
する行先登録装置と、前記行先階の情報をユーザに報知する報知装置と、前記行先登録装
置にて登録された行先階に前記乗りかごを昇降させる制御装置と、を備えたエレベータ装
置であって、前記行先登録装置は、前記複数の操作釦の中から前記ユーザが選択した前記
操作釦が操作されることにより出力される操作信号から前記操作釦の動作不全を検出する
釦故障検出部と、前記釦故障検出部が前記操作釦の動作不全を検出している場合に、前記
操作信号が、動作不全とされた前記操作釦の操作を代替する信号である代替操作信号であ
るか否かを判定する代替操作信号判定部と、前記操作信号が前記代替操作信号に該当する
場合に、前記動作不全とされた操作釦に割り当てられた行先階を前記ユーザの要求する行
先階として登録する行先階登録部と、前記動作不全の操作釦に割り当てられた行先階を登
録するための代替操作情報を出力する報知情報生成部と、を備え、前記報知装置は、前記
報知情報生成部からの前記代替操作情報を前記ユーザに報知することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、エレベータの操作釦の故障を検知した場合に、故障を検知した操作釦
に割り当てられた階床を行先階として登録し、乗りかごを行先階として登録された階床ま
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で直行運転させる。そのため、エレベータをユーザが目的とする階床まで直行運転を行う
ことが出来る。なお、上記した以外の課題、構成及び効果は、以下の実施の形態により明
らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態に係るエレベータシステムの全体構成図。
【図２】本実施形態に係るエレベータ装置の機械的構成図。
【図３】本実施形態に係るエレベータシステムのハードウェア構成図。
【図４】本実施形態に係るエレベータシステムの内部構成を示す機能ブロック図。
【図５】本実施形態に係る報知部に報知される代替操作の手順の説明図。
【図６】本実施形態に係る報知部に報知される行先階の説明図。
【図７】本実施形態に係る行先登録装置が実行する処理の流れを示したフローチャート。
【図８】本実施形態に係る行先登録装置が実行する処理の詳細を示したフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態に係るエレベータの行先登録装置、行先登録方法及びエレベー
タ装置について、図を参照しながら説明する。全図を通じて同一の構成には同一の符号を
付し、重複する説明を省略する。
【００１３】
　図１は、本実施形態に係るエレベータシステム１の全体構成図である。図１に示すよう
に、本実施形態に係るエレベータシステム１は、エレベータ装置Ａと、管制サーバ１５と
をネットワーク１４を介して接続して構成されており、エレベータ装置Ａの状態や運行状
況を管制サーバ１５にて遠隔監視できるようになっている。エレベータ装置Ａは、詳しく
は後述するが、乗りかご１１と、この乗りかご１１の運転制御を行う制御装置１０と、を
備えている。乗りかご１１の内部には、ユーザが押下操作する操作釦である、複数の行先
階釦１３１ａ、１３１ｂ・・・等の行先階釦１３１と、かご戸開釦１３２及びかご戸閉釦
１３３とを含み、これらの操作釦の操作信号を制御装置１０に出力する行先階指定部１３
と、ユーザに各種情報を報知する報知部１２とが設けられている。複数の行先階釦１３１
ａ、１３１ｂ・・・等については、以後、特に区別する必要がない場合は行先階釦１３１
とする。そして、本実施形態では、行先階指定部１３から入力された操作信号に基づいて
制御装置１０が処理を実行することにより乗りかご１１の行先階の登録を行う。従って、
制御装置１０は、エレベータ装置Ａの行先階の登録を行う行先登録装置に相当する。
【００１４】
　次に、本実施形態に係るエレベータ装置Ａの詳細について図２を参照して説明する。図
２は、本実施形態に係るエレベータ装置Ａの機械的構成図である。図２に示すように、エ
レベータ装置Ａは、巻上機１６と、巻上機１６を制御する制御装置１０と、乗りかご１１
と、シーブ１７と、乗りかご１１とバランスを取る釣り合いおもり１９と、シーブ１７を
介して乗りかご１１と釣り合いおもり１９とを連結するロープ１８と、を備える。そして
、巻上機１６によってシーブ１７を回転駆動させ、ロープ１８を介して乗りかご１１が上
昇（下降）すると共に釣り合いおもり１９が下降（上昇）する。従って、本実施形態に係
る乗りかご１１は、制御装置１０の駆動制御によって昇降路２を昇降移動する。また、制
御装置１０と乗りかご１１は、テールコード２０を介して電気的に接続される。
【００１５】
　図３は、本実施形態に係るエレベータシステム１のハードウェア構成図である。図３の
（ａ）は制御装置１０、また、（ｂ）は管制サーバ１５の構成を示す。図３の（ａ）に示
すように制御装置１０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
２１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２２、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２３、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）２４、Ｉ／
Ｆ（インターフェース）２５、及びバス２６を含む。そして、ＣＰＵ２１、ＲＡＭ２２、
ＲＯＭ２３、ＨＤＤ２４及びＩ／Ｆ２５がバス２６を介して互いに接続され構成される。
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【００１６】
　行先階指定部１３は、Ｉ／Ｆ２５を介して制御装置１０に接続され、乗りかご１１のユ
ーザが押下した操作釦に予め割り当てられた操作信号を制御装置１０に入力する入力装置
である。さらに、報知部１２は、Ｉ／Ｆ２５を介して制御装置１０に接続され、乗りかご
１１のユーザに対して各種情報を報知するＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉ
ｓｐｌａｙ）等の報知装置である。従って、行先階指定部１３及び報知部１２はそれぞれ
Ｉ／Ｏ（出入力装置）２７として機能する。さらに、制御装置１０はＩ／Ｆ２５を介して
外部通信装置２８と接続されている。
【００１７】
　図３の（ｂ）に示すように管制サーバ１５は、ＣＰＵ２１１、ＲＡＭ２１２、ＲＯＭ２
１３、ＨＤＤ２１４、Ｉ／Ｆ２１５、及びバス２１６を含む。そして、ＣＰＵ２１１、Ｒ
ＡＭ２１２、ＲＯＭ２１３、ＨＤＤ２１４及びＩ／Ｆ２１５がバス２１６を介して互いに
接続され構成される。また、管制サーバ１５は、Ｉ／Ｆ２１５を介して外部通信装置２１
８に接続される。さらに、管制サーバ１５はＩ／Ｆ２１５を介して図示しないモニター装
置やキーボード等のＩ／Ｏ２１７に接続されていてもよい。
【００１８】
　図４は、本実施形態に係るエレベータシステム１の内部構成を示す機能ブロック図であ
る。図４に示すように、制御装置１０は、乗りかご１１の運転制御やエレベータ装置Ａの
扉の開閉制御等を行うエレベータ運転制御部３１と、エレベータ装置Ａのユーザによる行
先階釦１３１の操作に基づいて、乗りかご１１の行先階の登録を行う行先階登録部３２と
、エレベータ装置Ａの運転状況を管制サーバ１５に対して報知するサーバ報知部３３と、
エレベータ装置Ａの運転状況や行先階等を報知するための情報を生成する報知情報生成部
３４とを含む。
【００１９】
　エレベータ運転制御部３１、行先階登録部３２、サーバ報知部３３及び報知情報生成部
３４はこれらの機能を実現するソフトウェアプログラムを、制御装置１０を構成するハー
ドウェアが実行することで構成される。
【００２０】
　行先階登録部３２は、乗りかご１１の行先階釦１３１の故障（動作不全）を検出し、故
障を検出した場合には、故障している行先階釦１３１の情報である故障釦情報を送信する
釦故障検出部３２１と、釦故障検出部３２１が故障を検出した行先階釦１３１の故障釦情
報を記憶する故障釦記憶部３２２と、故障釦情報に基づいて、動作不全でない行先階釦１
３１の操作により故障している行先階釦１３１に予め割り当てられている階床を行先階と
して登録する代替操作を生成し、生成した代替操作の情報を代替操作情報として送信する
代替操作生成部３２３と、代替操作生成部３２３が生成した代替操作情報を記憶する代替
操作記憶部３２４と、代替操作情報や行先階指定部１３の操作釦を操作した場合に出力さ
れる情報である釦操作情報に基づいて行先階の検出を行い、エレベータ運転制御部３１に
行先階の指示を行う行先階検出部３２５とを含む。
【００２１】
　図１に示すように、本実施形態に係る行先階指定部１３は、１～９の数字が表示された
行先階釦１３１ａ、１３１ｂ・・・及びエレベータ装置Ａの扉の開閉動作を示す「開」な
いし「閉」が表示されたかご戸開釦１３２とかご戸閉釦１３３を含む。また、エレベータ
装置Ａが設置されている建物に地下階や屋上階がある場合は、地下階を示す「Ｂ」が表示
された操作釦や屋上階を示す「Ｒ」が表示された操作釦を含む構成であってもよい。さら
に、行先階指定部１３を構成するそれぞれの操作釦の表示内容を示す点字があしらわれた
構成であってもよい。行先階指定部１３を構成する操作釦は、それぞれの操作釦の表示内
容に基づいて予め割り当てられた操作信号を発信する。
【００２２】
　行先階指定部１３を構成する行先階釦１３１、例えば、行先階釦１３１ａが故障し、エ
レベータ装置Ａのユーザが目的とする階床の行先階釦１３１ａを押下しても、行先階登録
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が出来ない場合がある。このような場合に、故障していない行先階指定部１３の操作釦を
操作することにより、ユーザが目的とする行先階釦１３１ａに予め割り当てられた階床を
行先階登録し、登録された行先階に乗りかご１１の直行運転ができるようにすることが本
発明の要旨である。
【００２３】
　図５は、本実施形態に係る報知部１２に報知される代替操作の説明図である。図５に示
すように、数字の「３」が表示された行先階釦１３１ａの動作不全を検出した場合、報知
部１２は、かご戸開釦１３２と「２」が表示された行先階釦１３１ｂを押下する代替操作
をユーザに対して報知する。そして、ユーザが報知部１２に報知された通りにかご戸開釦
１３２と行先階釦１３１ｂを押下操作し、かご戸開釦１３２と行先階釦１３１ｂの操作信
号を検出した場合、行先階指定部１３は、行先階釦１３１ａに割り当てられた階床を行先
階とする代替操作が行われたと判断する。この判断結果は、釦操作情報として行先階指定
部１３から行先階検出部３２５に出力される。
【００２４】
　図５に示す代替操作で、行先階指定部１３はユーザによりかご戸開釦１３２が押下され
ている状態である所定のｔ秒以内に行先階釦１３１ｂが押下された場合に、かご戸開釦１
３２と行先階釦１３１ｂの操作による代替操作が成立したと判断する。このとき、所定の
ｔ秒は操作ミスが発生しない程度（例えば１～２秒間）の長さである。また、行先階釦１
３１ｂを所定の時間以上（例えば、３秒以上）押下し続ける操作によって代替操作が成立
する構成であってもよい。
【００２５】
　図６は、本実施形態に係る報知部１２に報知される行先階登録の説明図である。故障し
た行先階釦１３１ａに割り当てられた階床を行先階登録するための代替操作が行われた場
合、報知部１２は、代替操作により行先階登録された階床を表示する。これにより、ユー
ザは目的とする階床が行先階登録されたことを認識することが出来る。
【００２６】
　図５及び図６において、報知部１２が行う代替操作及び行先階の報知は、ＬＣＤ等のデ
ィスプレイに表示する以外の方法であってもよい。例えば、エレベータ装置Ａが乗りかご
１１内に音声を出力できる構成である場合には、音声により代替操作及び行先階を報知す
ることもできる。
【００２７】
　また、図５に示した代替操作で押下する行先階指定部１３の操作釦の組み合わせは例示
したに過ぎず、他の故障していない行先階指定部１３の行先階釦１３１とかご戸開釦１３
２若しくはかご戸閉釦１３３の操作の組み合わせであっても同様の効果を得ることができ
る。
【００２８】
　図７を参照して本発明の行先登録装置が実行する動作の流れを説明する。図７は、本実
施形態に係る行先登録装置が実行する処理の流れを示したフローチャートである。なお、
以下では、３階が行先階として予め割り当てられた行先階釦１３１ａをユーザが押下操作
した場合の処理を例に挙げて説明する。
【００２９】
　エレベータ装置Ａの行先階指定部１３は、乗りかご１１のユーザによる行先階指定部１
３の操作釦の操作に基づく操作信号（釦操作情報）を制御装置１０に出力している。操作
信号が入力されたままの状態が継続している行先階釦１３１ａを検出した場合に釦故障検
出部３２１は、行先階釦１３１ａに動作不全が発生していると判断する（Ｓ７０１／Ｙｅ
ｓ）。すなわち、正常であれば、行先階釦１３１ａの操作信号は、オンとオフが押下操作
毎に切り替わるが、オンまたはオフの状態が切り替わることなく所定時間継続している場
合に、釦故障検出部３２１は当該行先釦１３１ａが故障していると判断する。
【００３０】
　なお、釦故障検出部３２１は、行先階釦１３１ａの所定時間内（例えば、数秒間）にお



(7) JP 6353809 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

ける押下回数に基づいて行先階釦１３１ａに動作不全が発生しているか否かを判断しても
よい。行先階釦１３１ａの接点不良とみなすことが出来るからである。釦故障検出部３２
１は、判断結果に基づいて、行先階釦１３１ａが動作不全であることを故障釦情報として
サーバ報知部３３及び故障釦記憶部３２２に送信する。
【００３１】
　行先階釦１３１ａからの操作信号のオンとオフの切り替えが実行されており、行先階釦
１３１ａの動作不全が検出されなかった場合（Ｓ７０１／Ｎｏ）、行先階検出部３２５は
、行先階指定部１３から出力された釦操作情報を検出する（Ｓ７０２）。そして、釦操作
情報に基づいて、行先階釦１３１ａに予め割り当てられた「３」が示す３階を行先階とす
る行先階情報をエレベータ運転制御部３１に送信する（Ｓ７０３）。エレベータ運転制御
部３１は、行先階情報に基づいて乗りかご１１を昇降させる（Ｓ７０４）。乗りかご１１
の昇降が終了すると、Ｓ７０１に戻る。
【００３２】
　行先階釦１３１ａからの操作信号のオンとオフの切り替えが実行されておらず、行先階
釦１３１ａの動作不全が検出された場合（Ｓ７０１／Ｙｅｓ）、釦故障検出部３２１は、
行先階釦１３１ａが動作不全状態であると判断し、行先階釦１３１ａが故障していること
を故障釦情報としてサーバ報知部３３及び故障釦記憶部３２２に送信する。
【００３３】
　サーバ報知部３３は、所定時間内（例えば、一日又は２４時間以内）に行先階釦１３１
ａの故障釦情報を管制サーバ１５に報知していない場合に、当該故障釦情報を管制サーバ
１５に報知する（Ｓ７０５／サーバ報知処理）。このサーバ報知処理の詳細は後述する。
【００３４】
　故障釦記憶部３２２は、受信した行先階釦１３１ａの故障釦情報を記憶する。さらに、
代替操作生成部３２３が故障釦情報記憶部３２２から故障釦情報を参照し、代替操作情報
を生成する（Ｓ７０６／代替操作生成処理）。この代替操作生成処理の詳細は後述する。
【００３５】
　さらに、生成された代替操作情報を参照して、報知情報生成部３４は乗りかご１１のユ
ーザに対して代替操作情報を報知する処理を行う（Ｓ７０７／ユーザ報知処理）。このユ
ーザ報知処理の詳細は後述する。
【００３６】
　乗りかご１１のユーザは、行先階指定部１３の操作釦の操作を行い目的とする階床を行
先階登録する。このような場合にユーザが行う行先階指定部１３の操作釦の操作に基づい
て、代替操作により故障している行先階釦１３１ａに割り当てられた階床を行先階登録す
るか否かを判定する処理（Ｓ７０８）について、以下説明する。
【００３７】
　故障している行先階釦１３１ａに割り当てられた階床（３階）を行先階登録しない場合
、エレベータ装置Ａのユーザは、ユーザが目的とする階床が割り当てられた行先階指定部
１３の行先階釦１３１を操作する（例えば、２階を行先階登録するために行先階釦１３１
ｂを押下操作する等）。このとき、行先階指定部１３は、行先階釦１３１ｂに予め割り当
てられた操作信号（釦操作情報）を制御装置１０に出力する。
【００３８】
　故障している行先階釦１３１ａに割り当てられた階床（３階）を目的階として行先階登
録する場合、エレベータ装置Ａのユーザは、報知部１２に報知された代替操作に則り、行
先階指定部１３の操作を行う（例えば、３階を行先階登録するためにかご戸開釦１３２と
行先階釦１３１ｂを操作する等）。このとき、行先階指定部１３は、かご戸開釦１３２及
び行先階釦１３１ｂのそれぞれに予め割り当てられた操作信号（釦操作情報）を制御装置
１０に出力する。
【００３９】
　行先階検出部３２５は、操作釦を操作して出力される操作信号の情報である釦操作情報
と代替操作情報に基づいて、当該操作信号が動作不全とされた行先階釦１３１ａの操作を
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代替する信号である代替操作信号であるか否かを判定する。従って、行先階検出部３２５
は、代替操作によって行先階指定部１３から入力された操作信号が動作不全である行先階
釦１３１ａの操作を代替する代替操作信号であるか否かを判定する代替操作信号判定部に
相当する。
【００４０】
　代替操作による行先階登録が行われず、行先階指定部１３から入力された操作信号が代
替操作によって行先階釦１３１ａの操作を代替する代替操作信号に該当しなかった場合（
Ｓ７０８／Ｎｏ）、行先階検出部３２５は、代替操作が行われなかったと判定し、釦操作
情報から行先階情報を検出し（Ｓ７０９）、検出した行先階情報をエレベータ運転制御部
３１に送信する（Ｓ７１０）。エレベータ運転制御部３１は、受信した行先階情報に基づ
いて乗りかご１１を昇降運転させ（Ｓ７１１）、昇降運転を終了させると、Ｓ７０１に戻
り待機する。
【００４１】
　代替操作による行先階登録が行われ、行先階指定部１３から入力された操作信号が代替
操作によって行先階釦１３１ａの操作を代替する代替操作信号に該当した場合（Ｓ７０８
／Ｙｅｓ）、行先階検出部３２５は、釦操作情報及び代替操作情報に基づいて代替操作が
行われたと判断する。さらに、行先階検出部３２５は、釦操作情報及び代替操作情報から
行先階情報を検出し、故障している行先階釦１３１ａに予め割り当てられた階床を行先階
登録し（Ｓ７１２）、行先階情報を報知情報生成部３４及びエレベータ運転制御部３１に
送信する。
【００４２】
　報知情報生成部３４は、行先階情報に基づいて報知情報を生成し、報知部１２に行先階
を報知させる（Ｓ７１３）。これにより、エレベータ装置Ａのユーザは、目的とする階床
が行先階登録されたことを確認できる。
【００４３】
　また、エレベータ運転制御部３１は、受信した行先階情報に基づいて乗りかご１１を直
行運転させる。エレベータ運転制御部３１は、乗りかご１１の直行運転を終了させると、
直行運転の終了通知信号を出力する。報知部１２は、終了通知信号を検知すると、行先階
の報知を解除し（Ｓ７１４）、Ｓ７０１に戻り待機する。
【００４４】
　次に、図７のＳ７０５、Ｓ７０６、Ｓ７０７の処理の詳細について、図８を参照して説
明する。図８は本実施形態に係る行先登録装置が実行する処理の詳細を示すフローチャー
トである。
【００４５】
　図８の（ａ）を参照して、サーバ報知処理の詳細を説明する。サーバ報知部３３は、釦
故障検出部３２１から受信した故障釦情報を一定の時間内に管制サーバ１５に報知したか
否かを判定する（Ｓ８０１）。この場合、一定の時間を一日若しくは２４時間と設定して
もよい。
【００４６】
　サーバ報知部３３は、一定の時間内に故障釦情報を管制サーバ１５に報知している場合
（Ｓ８０１／Ｙｅｓ）、管制サーバ１５へ故障釦情報の報知を行わない。
【００４７】
　サーバ報知部３３は、一定の時間内に故障釦情報を管制サーバ１５に報知していない場
合（Ｓ８０１／Ｎｏ）、管制サーバ１５に対して故障釦情報を報知し（Ｓ８０２）、管制
サーバ１５が設置されている管制センタの作業員により故障している行先階釦１３１ａの
復旧対応を行う。
【００４８】
　図８の（ｂ）を参照し、代替操作生成処理の詳細を説明する。故障釦記憶部３２２は、
釦故障検出部３２１から故障釦情報を受信し、記憶する（Ｓ８０３）。代替操作生成部３
２３は、故障釦記憶部３２２に記憶されている故障釦情報を参照し、行先階指定部１３の
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操作釦のうち、何れの釦に動作不全が発生しているのか判断する（この場合は、行先階釦
１３１ａである）。さらに、代替操作生成部３２３は、動作不全ではない行先階指定部１
３の操作釦の操作により故障している行先階釦１３１ａに予め割り当てられた階床を行先
階登録するための代替操作の情報である代替操作情報を生成し（Ｓ８０４）、送信する。
【００４９】
　代替操作記憶部３２４は、代替操作生成部３２３が送信した代替操作情報を受信し、記
憶する（Ｓ８０５）。行先階検出部３２５は、代替操作記憶部３２４から代替操作情報を
参照し、代替操作による行先階登録を許可し（Ｓ８０６）、乗りかご１１のユーザによる
行先階指定部１３の操作釦の操作により出力される釦操作情報を受信するまで待機する。
【００５０】
　図８の（ｃ）を参照し、ユーザ報知処理の詳細を説明する。報知情報生成部３４は、故
障釦記憶部３２２から故障釦情報を取得し(Ｓ８０７)、行先階指定部１３の操作釦のうち
、何れの操作釦に動作不全が発生しているのか判断する（この場合は、行先階釦１３１ａ
である）。さらに、報知情報生成部３４は、代替操作記憶部３２４から行先階釦１３１ａ
に予め割り当てられた階床を行先階登録するための代替操作情報を取得する（Ｓ８０８）
。そして、それぞれの情報に基づいて乗りかご１１のユーザに故障している行先階釦１３
１ａに予め割り当てられた階床を行先階登録する代替操作の手順を報知する報知情報を生
成し（Ｓ８０９）報知部１２に出力する。報知部１２は、報知情報を受信すると、代替操
作の手順の表示を許可し（Ｓ８１０）、報知部１２のＬＣＤ等のディスプレイに図５に示
すような代替操作の手順を表示する。
【００５１】
　以上、説明したように、本実施形態によれば、行先階指定部１３を構成する操作釦の何
れかが故障し、エレベータ装置Ａのユーザが目的とする階床の行先階の登録が出来ない場
合に、動作不全ではない行先階指定部１３の操作釦を操作することにより、ユーザが目的
とする階床を行先階として登録することができる。そして、行先階として登録された階床
に乗りかご１１を直行運転させる。従って、操作釦の故障時にエレベータの運転効率を低
下させることなく、ユーザが目的とする階床を行先階として登録し、行先階として登録さ
れた階床まで直行運転を行うことが出来る。
【００５２】
　上記は本発明の実施形態を例示したに過ぎず、本発明を限定する趣旨ではない。本発明
の趣旨を逸脱しない様々な変形態様は、本発明に含まれる。例えば、行先階釦１３１にそ
れぞれ割り当てられた階床を行先階として登録するために、他の行先階釦１３１とかご戸
開釦１３２若しくはかご戸閉釦１３３の操作の組み合わせや他の行先階釦１３１の長押し
等による代替操作のテーブルを予め設定し記憶しておいてもよい。このような場合、代替
操作生成部３２３は故障釦情報に応じて予め設定した代替操作のテーブルを参照し、代替
操作情報を送信する。さらに、行先階釦１３１それぞれに予め割り当てられた階床を行先
階登録する代替操作を階床ごとに数パターン設定し記憶しておけば、複数の行先階釦１３
１に動作不全が発生した状況においてもユーザが目的とする階床を行先階登録することが
出来る。
【符号の説明】
【００５３】
Ａ・・・エレベータ装置
１・・・エレベータシステム
２・・・昇降路
１０・・・制御装置
１１・・・乗りかご
１２・・・報知部（報知装置）
１３・・・行先階指定部
１４・・・ネットワーク
１５・・・管制サーバ
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１６・・・巻上機
１７・・・シーブ
１８・・・ロープ
１９・・・釣り合いおもり
２０・・・テールコード
２１、２１１・・・ＣＰＵ
２２、２１２・・・ＲＡＭ
２３、２１３・・・ＲＯＭ
２４、２１４・・・ＨＤＤ
２５、２１５・・・Ｉ／Ｆ（インターフェース）
２６、２１６・・・バス
２７、２１７・・・Ｉ／Ｏ（出入力装置）
２８、２１８・・・外部通信装置
３１・・・エレベータ運転制御部
３２・・・行先階登録部
３３・・・サーバ報知部
３４・・・報知情報生成部
１３１・・・行先階釦 
１３２・・・かご戸開釦
１３３・・・かご戸閉釦
３２１・・・釦故障検出部
３２２・・・故障釦記憶部
３２３・・・代替操作生成部
３２４・・・代替操作記憶部
３２５・・・行先階検出部
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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